
平坦折り畳み帽子の理論と製作 

 垂直方向に平坦に折り畳み可能な帽

子の製作を行った。パーツの接続はミシ

ンのかがり縫いで行った。その為，紙の

糊代に相当する布の縫代は設けない。

つばの部分と頭を被う２つの部分に分け

て展開図を描いた。つばの部分はアルキ

メデス螺旋折り（図1(a)）、頭を被う部分は

円錐トラス折り（図1(b)）を基にした。材料

にフェルト生地を用いた晴天用帽子が図

2、材料に塩化ビニル(厚さ0.1mm)を用い

たレインハットが図3である。 
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